
事務事業評価（平成２７年度に実施した事務事業）

部 所属名 款 項 目 事務事業名 事業の目的 判定理由 備考

416 都市計画課 08 04 01 ★ 新居関所周辺まちづくり事業 508 申請件数 件 2 1 2 継続

636 文化課 10 06 06 ★ 3,975 入場者数 人 6,000 7671 6500 継続

637 文化課 10 06 06 ★ 新居関所管理運営費

新居関所、史料館の維持管理

17,064 入場者数 人 33,000 36655 37000 継続

638 文化課 10 06 06 企画展示事業 1,427 企画展・小企画展開催回数 回 6 6 6 継続

639 文化課 10 06 06 関所塾事業

企画展に併せて、拓本等の歴史資料に触れる機会を設けた。

0 ― 人 ― ― ―

640 文化課 10 06 06 3,386 入場者数 人 16,000 17360 17400 継続
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都市整備
部

歴史的町並みを活用し、誇りを持てるまちや美し
い・心地よい空間を形成し、交流人口の増大や地
域の活性化を図る。

新居関所の歴史的町並みに相応しい景観を生かしたまちづくり
を進めるため、補助金交付要綱に基づき、建築物等に対し補
助金を交付する。 新居関所周辺まちづくり事業補助金

　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２４　　０件
　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２５　　０件
　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２６　　０件
　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２７　　１件

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

歴史的町並みを活用し、誇りを持てるまちや美し
い・心地よい空間を形成し、交流人口の増大や地
域の活性化を図るためには必要な業務である。
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教育委員
会事務局

白須賀宿歴史拠点施設管理運
営費

白須賀宿の歴史・文化を広く周知するとともに、資
料の保存と活用を図り地域振興に資する。

①おんやど白須賀維持管理
②白須賀再発見事業の開催

①おんやど白須賀維持管理
　施設の管理運営を白須賀宿歴史拠点施設運営協議会へ委
託し行った。　　入館者：7,671人
②白須賀再発見事業の開催
　第22回愛Loveウォークin白須賀の開催

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
事業企画・展示会・講座等を開催し、白須賀内外
へ周知をすることができた。

教育委員
会事務局

新居関所の保存管理をはじめ、江戸時代の街道
交通に関する資料の収集や展示、調査研究を行
い、歴史文化振興を図る。

　日常の維持管理業務に加え、各所修繕を行った。
新居関所・史料館入館者数　36,655人 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

新居関所及び関所史料館の維持管理をはじめ、
新居関所の歴史と重要性を周知することができ
た。

教育委員
会事務局

展示事業を通して、新居関所をはじめ市内の歴史
やくらしを学ぶことにより、郷土に対する愛着心を
高め、市民主体のまちづくりに寄与する。

新居関所や江戸期の街道交通をはじめ、地域の歴史文化を紹
介した展覧会の開催

　企画展示事業として、企画展及び小企画展を行った。
企画展　２回
小企画展　４回

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

目標どおりの展示会を開催する事が出来、関所
や市域の歴史の周知、収蔵資料の有効活用を図
ることができた。

教育委員
会事務局

市内小学生をを対象に、江戸時代の街道交通や
市内の歴史について学習する機会を提供し、郷土
への関心を高める。

Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ

実施する意義はあるが、企画展の関連イベントと
重なる部分も多いので、企画展示に併せて体験
講座を開催する。
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教育委員
会事務局

旅籠紀伊国屋資料館管理運営
費

江戸時代の旅籠様式をとどめる歴史的建造物とし
て宿場文化を後世に伝えるため公開及び地域文
化の振興、交流の場として活用を図る。

①旅籠紀伊国屋資料館維持管理
②イベント開催

①旅籠紀伊国屋資料館維持管理
　入館者数　15,238人
②イベント開催
　おひなさま展を開催し、期間中、甘酒筝の配布を行った。
　

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ
指定文化財としての保存活用と旅籠資料館とし
て江戸時代の街道文化を周知することができた。
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